
住民１人に
使われる
住民１人に
使われる
住民１人に
使われる
町のお金町のお金町のお金

288,224円総　額 （平成26年４月１日  人口 34,748人）

12,497円 35,847円27,848円 38,016円

28,057円13,968円 95,181円36,810円
消防費

その他 公債費 教育費 総務費

民生費土木費衛生費

　　

一
般
会
計
の
歳
入
に
お
い
て
は
、
町
税

が
最
も
多
く
、
51
億
９
０
３
４
万
２
千
円

で
、
全
体
の
51
・
８
％
を
占
め
、
昨
年
度

と
比
較
し
て
９
９
４
６
万
５
千
円
、
2.0
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
要
因
は
、
前

年
度
に
比
べ
て
業
績
の
回
復
を
見
込
ん
だ

法
人
町
民
税
で
約
６
９
４
０
万
円
の
増
、

個
人
町
民
税
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
教

訓
か
ら
防
災
・
減
災
事
業
の
財
源
を
確
保

す
る
た
め
に
、
均
等
割
額
の
改
正
を
行
っ

た
こ
と
か
ら
約
１
２
２
０
万
円
の
増
、
ま

た
、
固
定
資
産
税
に
お
い
て
も
、
土
地
・

償
却
資
産
に
つ
い
て
は
減
収
見
込
み
で
あ

り
ま
す
が
、
家
屋
で
は
増
収
を
見
込
み
、

都
市
計
画
税
と
合
わ
せ
て
約
１
６
４
０
万

円
の
増
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

次
が
国
庫
支
出
金
で
、
全
体
の
10
・
４

％
を
占
め
、
10
億
３
７
５
４
万
円
と
な
り
、

昨
年
度
と
比
較
し
て
１
億
１
８
３
０
万

円
、
12
・
９
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
伴
い
、
低

所
得
者
・
子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩
和

す
る
た
め
に
給
付
を
行
う
「
臨
時
福
祉
給

付
金
」
の
支
給
に
伴
う
補
助
金
が
約
９
７

５
０
万
円
、「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
」
の
支
給
に
伴
う
補
助
金
が
約
４
９

４
０
万
円
の
増
と
な
っ
た
こ
と
が
主
な
要

因
で
す
。

　

次
は
、
財
源
不
足
を
補
う
た
め
の
財
政

調
整
基
金
な
ど
の
繰
入
金
（
貯
金
の
取
崩

し
）
が
、
全
体
の
9.8
％
を
占
め
、
９
億
８

３
０
４
万
２
千
円
と
な
り
、
昨
年
度
と
比

較
し
て
２
億
９
０
６
９
万
３
千
円
、
42
・

平
成
26
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

予
算
総
額
は
、
197
億
9540
万
7
千
円

出るお金
歳出

入るお金
歳入

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
な
ど
を
合
わ
せ

た
予
算
総
額
は
、
197
億
９
５
４
０
万
７
千

円
で
、
昨
年
度
と
比
べ
て
11
億
４
３
２
０

万
１
千
円
、
6.1
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

会
計
別
で
は
、
一
般
会
計
が
100
億
１
５

２
１
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
て
4.7
％
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
5
つ

の
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
、
84
億
１
４

４
７
万
８
千
円
で
前
年
度
比
5.8
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
企
業
会
計
で
あ
る
水
道
事
業
は
、

前
年
度
比
20
・
5
％
増
の
13
億
６
５
７
１

万
９
千
円
で
す
。

０
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
出
で
最
も
多
い
の
は
、

民
生
費
の
33
億
７
３
６
万
５
千
円
で
全
体

の
33
・
０
％
を
占
め
ま
す
。
こ
れ
は
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
（
児
）
の
福
祉
施
策
や

保
育
園
な
ど
の
児
童
福
祉
施
策
の
た
め
の

予
算
で
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
な
ど
の
医
療

費
助
成
制
度
に
伴
う
経
費
や
、
児
童
手
当

の
支
給
に
か
か
る
経
費
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
ほ
か
福
祉
会
館
な
ど
の
福
祉
施

設
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
管
理

運
営
経
費
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
本

年
度
は
、
先
述
の
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支

給
や
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の

支
給
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
25
年
度

に
実
施
し
た
町
内
の
子
ど
も
・
子
育
て
に

係
る
ニ
ー
ズ
調
査
に
基
づ
き
、
新
制
度
の

給
付
・
事
業
の
見
込
量
、
供
給
体
制
の
確

保
の
内
容
及
び
そ
の
実
施
時
期
な
ど
を
定

め
た
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。

　

２
番
目
は
総
務
費
で
、
13
億
２
０
９
６

万
７
千
円
、
全
体
の
13
・
２
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
町
の
全
般
的
な
管
理

事
務
経
費
で
、
税
の
賦
課
徴
収
の
費
用
や

電
算
シ
ス
テ
ム
経
費
な
ど
が
あ
り
、
本
年

度
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
や
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
対
応
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
の

経
費
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
土
山
駅
南
町

有
地
活
用
事
業
に
お
け
る
、
公
園
及
び
道

路
用
地
の
買
戻
し
に
か
か
る
経
費
も
こ
の

な
か
に
含
ま
れ
ま
す
。

　

３
番
目
の
土
木
費
は
、
12
億
７
９
０
８

万
８
千
円
で
12
・
８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
本
年
度
末
に
供
用
開
始
予
定
で

あ
る
「
町
道
浜
幹
線
道
路
新
設
事
業
」
な

ど
の
道
路
新
設
改
良
事
業
を
実
施
す
る
ほ

か
、
山
陽
電
鉄
播
磨
町
駅
前
広
場
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
工
事
、
水
田
川
の
遊
歩
道
の

整
備
、
古
宮
橋
の
改
修
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　

教
育
費
は
、
12
億
４
５
５
９
万
５
千
円
、

全
体
の
12
・
４
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
幼
稚
園
や
小
・
中
学
校
施
設
の
維

持
管
理
経
費
や
中
学
校
給
食
の
運
営
経
費

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
蓮
池
幼

稚
園
の
改
修
工
事
や
、
平
成
25
年
度
か
ら

の
繰
越
事
業
と
な
り
ま
す
が
、
老
朽
化
し

た
播
磨
小
学
校
の
北
校
舎
と
播
磨
中
学
校

の
南
校
舎
の
大
規
模
な
改
造
工
事
を
実
施

し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
社
会
教
育
施
設
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
改
修
と
し
て
「
郷

土
資
料
館
」「
総
合
体
育
館
」
な
ど
の
改

修
を
行
い
ま
す
。

　

公
債
費
は
、
９
億
６
７
６
５
万
９
千
円

で
全
体
の
9.7
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
施
設
の
建
設
な
ど
の
た
め
に
、
こ
れ
ま

で
借
り
入
れ
た
お
金
（
町
債
）
の
返
済
に

あ
て
る
も
の
で
す
。
平
成
26
年
度
末
の
一

般
会
計
の
町
債
残
高
見
込
は
約
82
億
７
２

０
０
万
円
、
下
水
道
事
業
な
ど
の
特
別
会

計
は
、
約
75
億
８
２
０
０
万
円
と
な
る
見

込
み
で
す
。

区　　分 予　算　額 対前年度伸率
一 　 般 　 会 　 計
特 　 別 　 会 　 計
　国民健康保険事業
　財　　産　　区
　下 水 道 事 業
　介 護 保 険 事 業
　後期高齢者医療事業
水 道 事 業 会 計
　　合　　計

１００億１，５２１万　　円
８４億１，４４７万８千円
３６億６，４７１万２千円
１０億８，２１７万７千円
１２億７，００４万８千円
２０億７，０８６万８千円
　３億２，６６７万３千円
１３億６，５７１万９千円
１９７億９，５４０万７千円

４．７％
５．８％
０．５％

△　０．１％
１８．１％
１２．１％
８．４％
２０．５％
６．１％

用語解説

＜歳入＞
町税…所得にかかる町民税や土地・建物にかかる固
定資産税など
国庫支出金、県支出金…事業を行うための国や県か
らの負担金や補助金
繰入金…各種基金（貯金）を取り崩し一般会計へ入
れるお金
地方交付税…町の財政需要に応じて国から交付され
るお金　
町債…事業を行うために借り入れるお金

＜歳出＞
民生費…高齢者や障がい者、児童のための福祉など
総務費…財産管理や企画・税務事務など
土木費…道路や公園の整備など
教育費…学校教育や公民館の整備など
衛生費…ごみ・し尿処理や予防接種など
公債費…町債などの借入金の返済
消防費…消火・水防活動など
農林水産業費…農業・水産業の振興など
議会費…議会の運営など
労働費…労働者への福利厚生など
商工費…産業の振興や観光など

概　

要

町
税
は
４
年
連
続
増
を
見
込
む
も
の

の
、
基
金
の
取
り
崩
し
が
増
加

消
費
税
引
き
上
げ
の
影
響
を
緩
和

す
る
た
め
の
臨
時
給
付
金

土
山
駅
南
周
辺
の
整
備
や

教
育
施
設
な
ど
の
改
修

　

平
成
26
年
度
の
予
算
が
、3
月
の
定
例
町
議
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、ど
れ
だ
け
の

収
入
が
あ
り
、ど
の
よ
う
な
事
業
に
お
金
を
使
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
月
は
、1
年
間
の
収
入
と
支
出
の
見
積
り
で
あ
る
予
算
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

総
務
グ
ル
ー
プ　

☎
0
7
9
（
4
3
5
）
0
3
5
7

会計別予算の概要

町税
51億9,034万2千円
（51.8%）

町税
51億9,034万2千円
（51.8%）

町税
51億9,034万2千円
（51.8%）

民生費
33億736万5千円
（33.0%）

民生費
33億736万5千円
（33.0%）

民生費
33億736万5千円
（33.0%）

土木費
12億7,908万8千円（12.8%）
土木費
12億7,908万8千円（12.8%）
土木費
12億7,908万8千円（12.8%）

総務費
13億2,096万7千円
（13.2%）

総務費
13億2,096万7千円
（13.2%）

総務費
13億2,096万7千円
（13.2%）

教育費
12億4,559万5千円
（12.4%）

教育費
12億4,559万5千円
（12.4%）

教育費
12億4,559万5千円
（12.4%）

衛生費
9億7,494万1千円

（9.7%）

衛生費
9億7,494万1千円

（9.7%）

衛生費
9億7,494万1千円

（9.7%）
公債費

9億6,765万9千円
（9.7%）

公債費
9億6,765万9千円

（9.7%）

公債費
9億6,765万9千円

（9.7%）
消防費

4億8,534万3千円
（4.9%）

消防費
4億8,534万3千円

（4.9%）

消防費
4億8,534万3千円

（4.9%）
農林水産業費

1億4,440万7千円（1.4%）
農林水産業費

1億4,440万7千円（1.4%）
農林水産業費

1億4,440万7千円（1.4%）
議会費

1億2,909万3千円（1.3%）
議会費

1億2,909万3千円（1.3%）
議会費

1億2,909万3千円（1.3%） その他
1億6,075万2千円（1.6%）

その他
1億6,075万2千円（1.6%）

その他
1億6,075万2千円（1.6%）

国庫支出金
10億3,754万円
（10.4%）

国庫支出金
10億3,754万円
（10.4%）

国庫支出金
10億3,754万円
（10.4%）
繰入金
9億8,304万2千円
（9.8%）

繰入金
9億8,304万2千円
（9.8%）

繰入金
9億8,304万2千円
（9.8%）
地方交付税
6億1,900万円
（6.2%）

地方交付税
6億1,900万円
（6.2%）

地方交付税
6億1,900万円
（6.2%）
県支出金
6億1,232万5千円
（6.1%）

県支出金
6億1,232万5千円
（6.1%）

県支出金
6億1,232万5千円
（6.1%）

町債
5億5,010万円
（5.5%）

町債
5億5,010万円
（5.5%）

町債
5億5,010万円
（5.5%）

地方消費税交付金
3億2,700万円（3.3%）
地方消費税交付金
3億2,700万円（3.3%）
地方消費税交付金
3億2,700万円（3.3%）

分担金及び負担金
1億6,897万6千円（1.7%）
分担金及び負担金
1億6,897万6千円（1.7%）
分担金及び負担金
1億6,897万6千円（1.7%）

その他
5億2,688万5千円（5.2%）
その他
5億2,688万5千円（5.2%）
その他
5億2,688万5千円（5.2%）

一般会計
歳入歳出予算総額
100億1,521万円

一般会計
歳入歳出予算総額
100億1,521万円

一般会計
歳入歳出予算総額
100億1,521万円

6
広報はりま 26.5

7
広報はりま 26.5

平成26年度　予算平成26年度　予算平成26年度　予算



▶LED街灯
（新幹線横）

▲空調設備が切望される総合体育館中体育室

▲浜田公園にトイレを新設しました

▲防災倉庫を新設します（北池広場）

　町の基本的な目標を定めた「第４次播磨町総合計画」に
定められた５つの柱に分けて、平成26年度に行う主要・
新規事業を紹介します。
▶問合せ　総務グループ☎０７９（４３５）０３５７
※「新」…新規事業

小・中学校教育の充実
■スクールアシスタントの全校配置 1,306万円
特別な支援を必要とする児童・生徒に対して学校生活上
の介助や学習活動の支援を行うため、全小・中学校に配
置します。

■任意予防接種助成
（おたふくかぜ・水ぼうそう） 216万円
１歳～４歳未満の乳幼児を対象に、おたふくかぜ・水ぼ
うそうの接種料金の一部を助成します。

■自治会ＬＥＤ街灯設置補助事業「新」　 200万円
自治会設置の街灯からＬＥＤ街灯への更新時等に、その
工事費の一部を補助します。

■任意予防接種助成（風しん）　 240万円
全住民を対象に、風しんの接種料金の一部を助成しま
す。

■防犯カメラ設置費の補助「新」　 80万円
自治会等が防犯カメラを設置する場合に、その設置費用
の一部を補助します。

■監視カメラ（播磨大橋）の設置「新」　 143万円
災害発生時における播磨大橋の路面状態を確認するため
に、監視カメラを設置し、町のホームページ上でその映
像を常時閲覧できるようにします。

■衛星携帯電話の導入「新」　 37万円
災害発生時における通常の通信手段が途絶えた場合に備
えて、可搬性に優れた衛星携帯電話を導入します。

■ひょうご防災リーダー育成事業「新」　　 20万円
自主防災組織等のリーダーの育成を目的とした「ひょう
ご防災リーダー講座」を修了し、将来にわたって地域防
災に貢献する意思を有する方に対し助成を行います。

■北池防災倉庫の新設「新」　 492万円
被害想定の変更や災害対策基本法の改正に伴い、食糧や
資機材等の備蓄を相当量追加で保管するスペースが必要
になったため、北池広場に防災倉庫を新設し、併せて今
後の備蓄計画を検討します。

■街灯ＬＥＤ化事業 1,190万円
夜間における犯罪と事故の未然防止を図るために街灯を
設置するとともに、街灯にかかる電気使用料金の低減及
び修繕など維持管理費用の削減を図るため、町管理街灯
のＬＥＤ化を推進します。

■眼科・歯科検診費の補助「新」　　 62万円
町内保育所で実施している、眼科・歯科検診費の一部を
補助します。

■教科専門指導教諭の配置　 2,033万円
基礎的・基本的内容の確実な定着や補充的学習、発展的
学習など個人に応じたきめ細やかな学習を推進するた
め、各小学校に教科専門指導教諭を配置します。

■中学校給食事業 5,620万円
中学校の全生徒に対し、調理配送業務委託方式により完
全給食を実施します。

■播磨南小学校校舎増築事業「新」　 991万円
児童の増加が見込まれるため、教室等の増築を行い、受
け入れ態勢を整えます。

■中学校天井等落下防止対策事業「新」　　220万円
東日本大震災による天井材等の落下事故の発生を背景
に、建築基準法施行令が改正されたことを受けて、天井
等の落下防止措置を講じるための設計業務を行います。

■蓮池幼稚園改修事業「新」　 　5,147万円
園舎の木部に劣化が進行しているため、施設全体の改修
工事を行います。

■中央公民館改修事業「新」　　 　129万円
経年劣化により老朽化が進む施設及び設備の現況調査
を行い、改修計画を作成します。

■総合体育館改修事業「新」　　 　1,125万円
本館２階の中体育室に、暑さや熱中症予防対策として、空
調設備を設置します。

■秋ケ池運動場改修事業「新」 4,918万円
経年劣化により走路の傷みが激しいため、走路のウレタン
舗装などの改修を行います。

■郷土資料館改修事業「新」　 148万円
歴史的遺産の別府鉄道を適切に保存管理するため、機
関車及び客車の塗装・補修を行います。 

■町民プール跡地整備事業「新」　 1,413万円
検討委員会が策定した播磨町民プール跡地に関する整
備基本計画を参考に、基本設計及び実施設計業務を行
います。

■学校プール一般開放管理運営事業「新」　　407万円
町民プール廃止の方針が示されたことから、播磨小学校
のプールを夏期の水泳施設として、学校教育に支障がな
い範囲内において住民に開放し、その適正な管理運営を
行います。

■中央公民館事業用パソコン更新事業「新」　　227万円
パソコン教室などで使用するパソコンの更新を行います。

■播磨中学校北校舎トイレ改修事業「新」　275万円
改修後約20年が経過した北校舎のトイレを、校舎全体の
大規模改造に先行して改修するための設計業務を行いま
す。

■播磨南中学校東校舎大規模改造事業「新」　797万円
経年劣化により老朽化した東校舎の、大規模な改造を実
施するための設計を行います。

■未熟児養育事業 309万円
医療を必要とする未熟児に対して医療給付を行うととも
に、訪問などにより支援を行います。

■こども医療費助成事業 1,101万円
心身・体力などで節目となる前青年期から思春期に至る
小学４年生から中学３年生の年度末までの児童を対象
に、子育て世代が安心して子育てできるよう、医療保険
の自己負担の一部を助成します。

■妊婦健康診査費助成 2,450万円
妊婦がより健やかな妊娠期を過ごし、安心して出産を迎
えることができるよう、妊婦の健康増進を図ることを目
的に、妊婦健康診査に係る費用の一部を助成します。

■特定不妊治療費助成 160万円
体外受精及び顕微鏡受精（特定不妊治療）を受けられた
夫婦に対し、治療に要する費用の一部を助成します。

■妊婦歯科健康診査 52万円
妊娠期間に、協力歯科医院において歯周疾患健診を実施
します。

■臨時福祉給付金の支給「新」 9,752万円
消費税率の引上げに際し、低所得者に与える負担の影響
に鑑み、低所得者に対する適切な配慮を行うため、暫定
的・臨時的な措置として、給付金を支給します。

■障害者虐待防止対策事業「新」　 39万円
障がい者虐待を防止するための普及・啓発や、虐待発生
時に迅速に対応するための緊急一時保護施設の確保及び
再発防止のための家庭訪問を行います。

■子育て世帯臨時特例給付金の支給「新」4,940万円
消費税率の引上げに際し、子育て世帯への影響を緩和す
るとともに、子育て世帯の消費の下支えを図る観点か
ら、子育て世帯臨時特例給付金を支給します。

■子ども・子育て支援事業計画策定事業 344万円
平成25年度に実施した町内の子ども・子育てに係るニー
ズ調査に基づき、新制度の給付・事業の見込量、供給体
制の確保の内容及びその実施時期などを定めた計画を策
定します。

■播磨中学校南校舎大規模改造事業
「平成25年度からの繰越」　 3億5,893万円
経年劣化により老朽化した南校舎の、大規模な改造を実
施します。

■中学校特別教室改修事業「新」　　 1,424万円
夏季における高温化並びに近隣への騒音対策として、両
中学校の最上階にある音楽室に空調設備を整備するとと
もに、播磨南中学校の音楽室天井に使用されているアス
ベストを含む建材を除去します。

■播磨小学校北校舎大規模改造事業
「平成25年度からの繰越」 2億3,404万円
経年劣化により老朽化した北校舎の、大規模な改造を実
施します。

■小学校天井等落下防止対策事業「新」　　112万円
東日本大震災による天井材等の落下事故の発生を背景
に、建築基準法施行令が改正されたことを受けて、天井
等の落下防止措置を講じるための設計業務を行います。

■播磨小学校受電設備改修事業「新」　　　2,591万円
受電設備が設置後33年を経過し、経年劣化していること
から設備全体を更新します。

学校園施設の充実
 小学校

 中学校

 幼稚園

文化・スポーツなどの充実

1 豊かな心と人を育むまちやすらぎがあり、健やかに暮らせるまち2
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平成26年度にこんな平成26年度にこんな
事業を実施します事業を実施します
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■浜幹線道路新設事業 1億9,064万円
アクセスの向上を図る道路として都市計画道路浜幹線の
整備を行い、交通混雑の緩和を図り、安全で円滑な通行
を確保します。

■第２庁舎防水他設計「新」　 921万円
平成９年度に建築した第２庁舎の屋上防水、外壁塗装及
び空調設備の経年劣化に伴い、改修のための設計業務を
行います。

■２市２町ごみ処理広域化への準備 883万円
「ごみ処理施設の運営方式の検討」、「生活環境影響調
査計画書の策定」、「敷地測量・地質調査」など実施に
向けての準備を進めます。

■コンビニ収納導入の準備「新」　　 485万円
本年度にシステムの導入・テストを行い、平成27年度か
ら実施します。当初は個人住民税（普通徴収）、固定資
産税・都市計画税、軽自動車税、国民健康保険税の４種
類を予定しています。

■情報セキュリティ体制の継続的な見直し 225万円
情報セキュリティを強化するため、継続的に管理体制の
見直しを実施します。

■住民記録、戸籍本人通知管理システムの構築「新」　
525万円

住民票や戸籍の謄抄本の不正取得防止のため本人通知制
度を実施し、住民の個人情報保護を図ります。

■喜瀬川遊歩道補修事業 2,236万円
遊歩道の舗装が磨耗したため、更新を行います。また、
野添橋上流の右岸側の測量・設計を実施します。

■土山駅南防災公園整備事業「新」　 350万円
土山駅南地区に、防災施設を備えた公園を新設するため
の設計を行います。

■地域公共交通環境調査検討業務「新」　　605万円
本町の路線バスなどの公共交通の現状・課題を把握する
ため、住民意向調査を行います。

■住宅用太陽光発電システム設置費補助事業　　
584万円

住宅に太陽光発電システムを設置した住民に対して、設
置導入に要する費用の一部を補助することにより、クリー
ンエネルギーを活用するシステムの設置を支援します。

■地籍調査事業　　 566万円
国土調査法に基づき、一筆ごとの土地について、その所
有者、地番、地目の調査並びに境界確認を行い、その後
地積を測量し、その結果を地図及び簿冊に作成します。

■大池整備事業　 385万円
地元からの要望があり、県事業として採択された「ため池
等整備事業｣の浚渫・造成工事費の一部を負担します。

■土山駅南町有地活用事業　　 9,826万円
土山駅南町有地活用方針に基づいて事業者を公募し、選
定を行った上で基本協定などを締結します。併せて、防
災公園用地及び道路用地の買い戻しを行います。

■大中団地内道路の測量設計「新」 616万円
老朽化した町道を補修するため、大中団地内道路の測量
設計を実施します。

■町道本荘土山線整備事業「新」　 2,510万円
ＪＲ土山駅周辺の安全で円滑な交通処理や歩行者などの
安全確保を図るため、道路改良を行います。

■古宮橋補修工事「新」　 2,680万円
道路橋梁長寿命化修繕計画に基づき、本年度は古宮橋の
改修を行います。

■水田川環境整備事業「新」　　 3,275万円
あえ橋から水田橋まで、遊歩道の整備を２ヵ年で実施し
ます。

■サマーフェスティバル事業への補助 317万円
全町的な夏のイベントとして、ＮＰＯ法人が実施する
「サマーフェスティバル事業」に補助することにより、
町民の一体感と町への愛着を育てます。

■海外派遣への補助　 90万円
姉妹都市・友好都市協定に基づいた住民派遣に対し、補
助金を交付します。

■住民協働推進事業 40万円
町の施策であり、行政が実施すべき分野の事業を行政に
はない知識・技能を持つ住民活動団体等と委託契約を締
結し協働で実施します。

■新島区画線保全・播磨町駅南広場バリアフリー化工事　
6,550万円

新島内の白線復旧及び播磨町駅前広場のバリアフリー化
の工事を行います。
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4 つながりを大切にするまち 

《国民健康保険事業特別会計》■ゆうあいプラザ改修事業「新」　 1,902万円
施設の経年劣化に対応するため、防水・外壁改修工事を
実施します。

■阿閇漁港施設整備事業「新」　　 8,503万円
阿閇漁港内埋立地の未利用地を整地し、多目的に利用可
能な緑地とし、地域に開放するため整備を行います。

■住宅リフォーム助成事業 900万円
町内商工業者への経営支援と住宅リフォームによる快適
な住環境の推進を図るため、町内業者の施工により住宅
リフォームを行う方に対し助成を行います。

▲阿閇漁港内埋立地

▲土山駅南町有地
（現在、土壌改良工事中）

■人間ドック健康診査事業「新」　　 1,727万円
国民健康保険に加入している40歳以上74歳以下の加入者
を対象に、人間ドック健康診査費用の全部または一部を
助成します。
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